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栗原市共同募金委員会だより
令和７年３月１日発行

　今年度の「赤い羽根共同募金運動」及び「歳末たすけあい募金運動」におきましては、
市民の皆さまの温かいご協力により、大変多くの募金が寄せられましたことに深く感謝申
し上げます。

　令和５年度の募金額に基づき、令和６年度は宮城県共同募金会より10,937,067円の市町村域
配分を受けました。
　配分金は栗原市社会福祉協議会において、主に次のような事業に活用されています。

【地域福祉推進事業】
　●災害ボランティア研修
　●災害ボランティア設置運営訓練

【児童福祉・高齢者福祉・障がい者福祉事業】
　●福祉活動に関する作品募集事業
　●福祉教育推進事業
　　（キャップハンディ体験）
　●高齢者食事サービス事業
　●朗読テープ貸出事業
　●福祉用具貸出事業

【広報啓発事業】
　●栗原市社協だより、栗原市社協支所
　　だより（年４回ずつ発行）

　ご協力いただきました「赤い羽根共同募金」は全額宮城県共同募金会へ送金し、令和７年度の福
祉施設やボランティア団体・福祉団体・社会福祉協議会等の事業への配分、災害支援に役立てられ
ます。
　「歳末たすけあい募金」は、全額栗原市社会福祉協議会へ配分され、誰もが住み慣れた地域で安
心して暮らせる地域づくりを目指すさまざまな支え合い活動等の地域福祉事業に役立てられます。

市内の小中学校で取組まれている「キャップハンディ体験」

市内全域実績
若柳地区実績
市内全域実績
若柳地区実績

14,956,469円
2,157,365円
8,735,105円
1,483,105円



学　校　名 金　額
宮 城 県 迫 桜 高 等 学 校 8,997
栗 原 市 立 若 柳 小 学 校 3,398
栗 原 市 若 柳 認 定 こ ど も 園 3,000

小　　　　　計 15,395

赤い羽根共同募金実績報告（1月31日現在）

歳末たすけあい募金実績報告（1月31日現在）
■ 戸別募金  ※敬称略　順不同（単位：円）

■ 職域募金  ※敬称略　順不同（単位：円）

■ 学校募金  ※敬称略　順不同（単位：円） ■ その他募金  ※敬称略　順不同（単位：円）

■ 法人募金  ※敬称略　順不同（単位：円）

行　政　区 金　額
三 田 鳥 22,500
有 賀 42,500
上 在 34,000
町 舘 44,000
下 在 33,000
大 林 一 37,500
大 林 二 50,000
福 岡 57,900
新 町 一 30,000
新 町 二 35,000
北 浦 25,000
中 町 17,500
元 町 一 55,000
元 町 二 28,000

行　政　区 金　額
元 町 三 21,500
片 町 一 33,000
片 町 二 60,000
大 袋 38,500
荒 町 70,000
並 柳 56,400
十 文 字 53,000
我 門 30,500
北 二 股 25,500
新 山 21,500
上 町 67,500
南 大 通 50,000
下 町 一 15,000
下 町 二 55,593

行　政　区 金　額
八 木 25,000
川 原 44,000
南 二 又 20,500
大 目 27,500
新 田 20,000
大 畑 25,500

峯 30,000
内 谷 川 32,000
か け 54,500
米 ヶ 浦 一 37,500
米 ヶ 浦 二 22,500
多 賀 26,000

小　　　　　計 1,474,893

法　人　名 金　額
栗 原 市 若 柳 総 合 支 所 5,200
栗 原 市 立 若 柳 病 院 若 水 会 20,000
栗 原 市 ファミリーホームひだまり 4,320
若 柳 警 察 署（ 若柳警察署互助会） 2,400
栗 原 市 若 柳 総 合 文 化 セ ン タ ー 1,300
公益社団法人　栗原市シルバー人材センター 1,400
介護老人保健施設グレイスガーデン 3,000
社 会 福 祉 法 人　 豊 明 会 12,299
㈱ 七 十 七 銀 行 若 柳 支 店 1,200
新 み や ぎ 農 業 協 同 組 合 若 柳 支 店 2,200

法　人　名 金　額
タ カ ハ タ ー ㈱ 1,554
㈱ 東 北 イ ノ ア ッ ク 若 柳 工 場 1,600
若 柳 化 成 工 業 ㈱ 4,761
㈱ 若 柳 タ ム ラ 製 作 所 2,658
栗 原 市 社 会 福 祉 協 議 会 若 柳 支 所 3,300
匿 名 5,424
匿 名 400

小　　　　　計 73,016

内　　　容 金　額
ド リ ー ム ・ パ ル 募 金 箱 146
社 協 若 柳 支 所 募 金 箱 137
赤 い 羽 根 ピ ン バ ッ ジ 2,000
期 間 外 募 金 94
ハ ー ト フ ル ベ ン ダ ー （ 下 在 ） 21,910
わかやなぎ福祉のつどいイベント募金 10,228

小　　　　　計 34,515

法　人　名 金　額
㈱ 勝 野 製 菓 宮 城 3,000

小　　　　　計 3,000

■ 戸別募金  ※敬称略　順不同（単位：円）
行　政　区 金　額

三 田 鳥 37,600
有 賀 68,000
上 在 54,400
町 舘 70,400
下 在 52,800
大 林 一 65,800
大 林 二 40,000
福 岡 69,300
新 町 一 30,000
新 町 二 56,000
北 浦 30,000
中 町 27,200
元 町 一 60,000
元 町 二 40,000

行　政　区 金　額
元 町 三 34,400
片 町 一 48,000
片 町 二 60,000
大 袋 61,600
荒 町 70,000
並 柳 59,200
十 文 字 84,800
我 門 48,800
北 二 股 40,800
新 山 70,000
上 町 92,000
南 大 通 50,000
下 町 一 20,000
下 町 二 54,739

行　政　区 金　額
八 木 32,000
川 原 30,000
南 二 又 32,800
大 目 44,800
新 田 32,000
大 畑 40,800

峯 48,000
内 谷 川 51,200
か け 87,200
米 ヶ 浦 一 59,200
米 ヶ 浦 二 36,000
多 賀 41,600

小　　　　　計 2,031,439



●令和６年度「災害義援金」報告
　火災や地震、風水害など国内で発生した大規模災害等に対し、「災害義援金」の募集を行って
おります。皆さまから寄せられた義援金は宮城県共同募金会経由で被災地へ送金、被災地が設
置する配分委員会において配分が決定され、被災者のもとへ届けられます。
　令和６年度の実績は下記のとおりです。

●イベント募金実績報告
　今年度は、市内のイベントや地域行事の会場をお借りし、募金活動を実施しました。
ご協力いただきました皆様、ありがとうございました。

　　実績額　１０７，７５２円（市内１４会場で実施）

●ハートフルベンダー（募金箱型自動販売機）実績報告
　自動販売機を利用することで、気軽に募金ができることから、市内６ヶ所に設置されてい
ます。赤い羽根がデザインされた自動販売機が目印です。

【設置場所】
　① 栗原市社会福祉協議会 本所（築館）
　② 栗原市築館総合支所（築館）
　③ NPO法人ステップアップ（築館）
　④ おかってマルシェ（築館）
　⑤ 若柳下在地区集会所（若柳）
　⑥ 株式会社ＫＵＲＩＭＯＫＵ（鶯沢）

　　実績額　８２，８５６円（募集中）

　栗原市社会福祉協議会・栗原市共同募金委員会では、「令和６年能登半島地震災害義援金」「令
和６年能登豪雨災害義援金」に対し、義援金の募集をしております。
　社協本所・支所に募金箱を設置しておりますので、皆様のご支援とご協力をお願いいたします。

◆◇ 災 害 義 援 金 募 集 ◇◆

令和６年能登半島地震災害義援金
　　　　　（募集期間：令和７年１２月２６日（金）まで）

令和６年７月大雨災害義援金

令和６年能登豪雨災害義援金
　　　　　　（募集期間：令和７年３月３１日（月）まで）

赤い羽根募金・歳末たすけあい募金に
ご協力いただき、誠にありがとうございました。

歳末たすけあい募金実績報告（1月31日現在）
■ 法人募金  ※敬称略　順不同（単位：円）

■ その他募金  ※敬称略　順不同（単位：円）

■ 職域募金  ※敬称略　順不同（単位：円）
法　人　名 金　額

上 田 建 設 ㈱ 3,000
小　　　　　計 3,000

内　　　容 金　額
匿 名 1,857

小　　　　　計 1,857

法　人　名 金　額
上 田 建 設 ㈱ 従 業 員 一 同 1,355
栗原市社会福祉協議会　若柳支所 2,000

小　　　　　計 3,355



〈地域支援事業〉

　地域住民が互いに支え合い、つながりを
持ち、生き生きと明るく豊かに暮らしてい
ける地域づくりを目指し、今年で12回目
を迎えました。ボランティアや学校をはじ
め、多くの皆さんに参加協力をいただきま
した。

〈しあわせな地域づくり事業〉
　歳末たすけあい募金の配分金を活用しての「しあわせな地域づくり事業」は令
和６年度若柳地区では、紹介した新山区ボランティア友の会他２０団体に配分さ
れ、お茶っこ会や、ミニデイ、慰問ボランティアと様々な活動を通じて、地域の
支援の一助となっております。

令和６年度 歳末たすけあい募金の使いみち令和６年度 歳末たすけあい募金の使いみち令和６年度 歳末たすけあい募金の使いみち令和６年度 歳末たすけあい募金の使いみち

　体験学習を通して学んだ「高齢者福祉」。
このことを生かしたいと、児童の皆さんが考
えた企画で交流会を開催しました。オセロや
けん玉、折り紙など趣向を凝らした様々な
ブース。参加した高齢者は笑顔で子ども達と
の交流を楽しみました。

　ボランティアによる住
民主体のミニデイ事業活
動を継続開催。
　男性参加者も多く、こ
こは地区の安心できる集
いの場です。

大にぎわいの『朝ごはん食堂』コーナー

みんな楽しく交流しましたみんな楽しく交流しました


